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13tまじめに

安全な機械をいかに設計し,製 造す
るか′そして,い かに安全に機械を使
用 してもらうかということが,「機械
安全」という分野の目的である.そ の
とき′仁をもつて安金とするのか,す
なわち′具体的には,ど のくら(′ヽのレ
ベルまでリスクを低減したら安金とみ

なすのかは,機 械安全にとつて本質的
な課題である.ま た′ リ スクを低減さ
せるための技術や手法に関しては′安
全規格や技術基準を定めて,そ れに
則つて機械を設計,製 造じ=そ れが正
じく行われているかをチェックし,確
認するという仕組みが重要となる.
lSO(国 際標準化機構)や にC(国 際
電気標準会議)で 定める安全に関する
田際規格は,周 際的な続場でこれらの
課題に応えるために国際標準として待」
定されている。わが国は,j15規格を

国際規格の動向

国際規格に整合化させる努力を続けて
いる。国際規格t)」IS規格t),本 質的
には任意規格であるが,こ れらを各国
が規制の立場からどのように利用する
かは,国 の制度によりかなりの違いが

見られる。たとえばヨーロッパで,ま′

機械をヨー回ッパ域内で流通させるた
めには′安全必須要求事張を満たさな
ければならないとして機械類を包括的
に規制 していて,そ れを満たすひとつ

の771示規格として国際規格を利用して
いる.し たがつて,実 質的には,国 際
規格は強帝‖規格の性質を帯びている。
一方′わが国は′各省庁が所管してい

るそれぞれの法律に基づいて省令等で

特定の機械を指定して安全規格や技術
基準を決め′強制規格としている (指
定された以外の機械に関しては,実 質

的には規制がない),形 式的には,省
令でもよいし,国 際規格に則つてもよ
いとしている場合が多いが,国 内市場
では現実にはほとんどが省令に基づい

ている こ のように,国 内向けと海外

向けでダブルスタンダー ドになつてい

る傾向がある。ただし,最 近は,省 令
で性範基準を定め,具 体的な仕様基準
はど15規格や国際規格に委ねるという
性能規定化が進められていて′規申」に

関する国の制度としてもグEl一バル化
対応が進められている.

グ国一バルの時代′機械はわが国の

中だけでなく,世 界中で使用され′世
界中から入つてくる.こ のような時代
には,世 界標準としての国擦規格を前
提に機械を設計′製造することが必須
となつてくるのは明らかである 本 稿
では,現 在の機械安全に関する国際規
格の考え方とその特徴について′また

最近の国際安全親格の動向について′
簡単に紹介する

12.盤艦霧壱境需を急層経遷
全

iSOおよび IECで制定されている機
械安全lc‐関する国際安全規格体系は′
極めて高い理念に基づき,広 い範区を
対象としたものとして体系イをされつつ

ある.そ の特徴を述べれば,以 下のよ
うになる.

第一の特徴はァ安全とは何かについ

て, リスクの概念を用いて明確に規定

していることである す なわち′機械
はいつかは壊れ′人間は間違えること
があるということを大前提に,安 全と
は,「許容できないリスクが存在 しな
いこと」と定義していて,絶対安全 (り
スクゼロ)は 要求 t″ていない。

第二の特徴は′規格に安全を導入す
るための iSO/IECガ イ ド51・の基本
理念のもとに′規格を三層の階層化 じ
ていることである (図1).す なわち,
①すべての規格類で共通に利用できる

基本概念や一般技術原則を扱う基本安
全規格 (A規 格)′0広 範囲の機械類
で利用できるような安全規格や安全装
置を扱うグループ安全規格 (B規格),

C特 定の機械に対する詳縄な安全規格
を扱う個別機械安全規格 (C規格)に
階層化して,下 位規格,よ上位規格に準

拠するという統一的な規格体系になつ

ている.こ れは′膨大な数の規経類に

統一的な整合性を持たせるためだけで

なく′安全技術や機械技術の進歩に柔
軟にァかつ包話的に対応するためであ
りrま た″個月|の機械に対 tンて'よ機械
ごとの独自性を認めるためである
第二の特徴は, リスクベース ドのア

プ園―チを用いており, リスクアセス
メン トの実施を大前提として(フヽること
である (図2),す なわち,使 鹿等の
条件を明確にして,す べてのハザー ド
(危険源)を 司定 して′各ハザー ドに

対 してリスクの大きさを見積もり・評
価 して′許容可能なリスクでないなら
ば′残留リスクが許容可能になるまで
リスク低減策を施すというプ固セス

を′設計段階で皮復することという未
然防止の考え方である.

第四の特徴は′安全を実現する役割
には"原番があるということである.利

用者の注意による安全確保の前に機械
設備の方でまず設計の段階で安全を実
現しなければならない。設計 ・製造側
は残留リスクを開示して,そ れに従い

利鹿者が安全を確保するという1頃序で
ある.ま た, リスク低減方策にも順番
があり′設計の段階で機械本体で安全
を確保する本質安全設計が第一であつ

て,残 つたリスクに対 して安全防護柵
や安全装置を施すのが第二であり,最
後に′上記の残留リスクを含む使用上
の情報を鍔供することが菊主であると
いうスリーステップメソッドを提案し

機械安全に関する
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機械類の安全性―寓
リスクアセスメントヽおよびリスク低減    ‐ ■

iS012100      基 本安全規拒 :

全ての規格類で共通年型用できる
基本概念 `設計原則‐を扱 う

8.最近のいくつかの

トピック

最近′機械安全の基本理念を規定し
ている 150/1歴Cガ イ ド5ド}が改定さ
れ′消費者意識の高まりに応えるべく′
「級書を受けやすい状態にある消費者
(vじinerable con艶御er)」という盛語
が導入された,ま た,安 全の定義をこ
れまでの 「受容できないリスク (unac―
ceptable ttsk)がないこと_|から′前
述 の 「許 容 で き な い リス ク (点5k
which is not toler8ble)がないこと」
に改定され,受容弓舘と許容可能とは,
同意義の場合があるとコメン トされて
いる こ れは′消費者のことを意識 し
てr厳 密さよりもわかりやすさを重視

設備安全規格 (EC 60204)
サー殺安全規格 (にC61496)

応用規格 (ほC62046'
格 (lEC 6ヽ508)

した改定と思われる.

機械安全の世界に,ソ フ トウ量アを
含んだコンピュータシステムが導入さ
れるのは時代の要講である.シ ステム
の本来の機能だけでなく′安全機能の
実現にコンピュータ等が盛んに導入さ
れてきている こ れは,二 に,ス リー

ステップメソッドの第 2番 目のリスク
低減策である安全装置等,こ導入される
もので′機能安全と呼ばれる 図 1
で B規 格に位置 している機能安全の
規格りが,自 動車′鉄道′化学プラン
ト等多くの分野の安全に適用されつつ
あり,今 後′アンブレラ規格として,
極めて広しヽ分野に影響を及ぼすと思わ
れる.こ れまでの機械安全は,構 造を
重視する本質的安全が章流であつた
が′これからは′本質的安全を踏まえ
たうえでの信頼性を重視する機能安全

喜格 (障C60947)

(!毎C61000-4)

C60076)

C60079)

図 1 国 際安全規格の階層化構成

図 2 リ スクアセスメントおよびリスク低減の反復プロセス
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インタ「lック規格 tS0 14119)
ガー ドシステム規格 (ISO 141
システム安全規格 ⅢSO

安全関連部品規格 OSO

安全,隠 統格 tSO

非常仲止規格 ←SO

突然の起動防止規格

両手操作剃御装置

使用者並びに意図する使用および
合理的に予見可能な誤使用の同定

ハザー ド同定

リスクの見積もり

リスクは許容可能か

い も` え

リスク|よ許容可

妥当性確認および文書イと
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が主流となる時代に入るだろう
産業用ロボツ トの安全原則は,隔

離 ・停止の原則等明確であつたが′人
間とElボットとが共存するサービス園

ボットや生活支援園ボットの安全性↓よ
こねからの調題である。わが国ですよ′
NEDOに よる生活支援国ボット実用化
プロジェク トにより′わが田主導で
パーソナルケア卸ボットの安全性規糖
15013482。が制定され,安 全検証セン

ターの設立′ロボットの安全4雄認証軸
度の立ち上げを経て,実 際にいくつか
の笙活支援国ボッ トが認証されてい

る。この分野でわが国がァ世界をリー

ドしていくことを期待したい

機械安全は,労 働者の安全を守る労
働安全の重要な部分であり,実 質的に
は両者は一緒に適用される場合が多
い.ISOは 品質や環境などの多くのマ

ネジメントシステムを開発し,労 働安
全についても試みようとしたが,1とO

(国際労働機関)の 反対で頓挫 じた.
lSO化はされていないが′最近,労 働
安全衛生マネジメン トシステムの認証
を受けるところが多くなり′ここにき
て,150と tとOが 歩み零リァ労働安全

衛笙マネジメン トシステムの SO化 制
定に動き出している (必ずしも認定を

目的としてはいない)今 後′どのよ
うに進むのかは不確定だが,国 際規務
化されれば,わ が国に二つある労働安
全衛生マネジメン トシステムが統合さ
れ′機械安全と労働安全の普及に追い

風になると期待される.

14.あ
とがき

これまでの機械額が原因,こよる多く
の悲場」的な事故を経験 して得た知恵
が′この機械安全の国際安全規格体系
として結実してきたと見ることができ
よう,長 い時度を経て赫ち得た人類共
通の知恵の結晶と言つてよいだろう。
わが国で国際安全規格の考え方や手法
がさらに広く理解され!足 期すること
が望まれる。そのうえで,い くつかの

分野ですでに行われているように,わ
が国の技術と特徴を生かした国際安全
規格の提案を期待t′たい,
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